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開発経緯
①J-SDSA（Stroke Driver’s Screening Assessment 日本版）の評価項目
に「道路標識」（以下,標識）がある. J-SDSA以外に「標識」を用いた評価
ツールは存在しない.

②当院では,ドライビングシミュレータ（以下,DS）以外で運転リハビリ
テーションを行うツールを模索していた.運転リハを行う上でDS以外で行え
ることはないか？

③渡邉ら1）によると,「運転に関連しない不必要な刺激を消去し,また新た
な刺激に対し,注意を向け直す,あるいは同時に注意を向け,これらの操作を
休むことなく継続する能力が求められる.」と報告あり.

④前田ら2）によると,「失語症者の交通標識の認知能力は健常者と比較し有
意に誤り,また遅延する」と報告あり.



標識トランプ（赤）



標識トランプ（黒）



標識トランプ（解説カード）



活用方法

単一課題：
標識説明

複合課題：
課題→標識説明

＋咄嗟の判断
処理能力要素追加

【段階づけ】「赤のみ」→「黒のみ」→「混在」

複合課題 ＋咄嗟の判断
特徴 患者自身のタイミングで

標識を想起できる.
「複合課題」よりも早く反応する.
※セラピストは2秒後に説明.

分類課題 マーク分類→標識説明 マーク分類→セラピストよりも先に標識説明

神経衰弱 数字を揃えた人が標識説明 数字が揃った→どちらかが標識説明

計算課題 計算→標識説明 計算→どちらかが標識説明

干渉課題 - 標識説明しながらマークごとに身体の一部を動かす

※説明＝標識の名称もしくは意味を答える



考察

・安全運転の観点から標識や標示を理解することは重要である.

・標識を想起しながら他の課題（計算,処理速度,記憶等）を遂行すること
で複数の注意機能（処理速度を含む）に対してアプローチできると考えら
れる.

・標識トランプは全28枚と限定的で,地域特性によって標識や標示が異な
ることが懸念される.

・使用方法が多岐にわたることや効果判定の方法等の検討が必要.



結語

リハ訓練ツール

①標識を再認識することで安全運転への意識が高める
②運転に必要な複数の注意機能（選択性,転導性,分配
性,持続性）と同時注意・処理能力の向上

失語症者の評価ツール
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